
入院日 当日術前 当日術後
目標 ☆胸痛、胸の違和感などの症状が現れた場合

には、すぐに伝える事が出来る
☆治療について説明を受け、理解できる
☆治療に対する不安や疑問に思っていること
を話す事ができる

☆不安なく治療を受けることができる ☆合併症（胸痛や胸部の違和感、治療
部位からの出血・腫れ・痛み・痺れ・
腰痛）がない
☆安静を守る事ができる
☆検査後の異常について理解でき、異
常が現れた場合にはすぐに訴える事が
出来る
☆安静に伴う苦痛がない

/　/　(　) / / ( ) /　/　(　) / / ( )
注射 ◇１例目の場合11時30分から点滴

◇その他は開始時間に応じて、治療の約
１時間前に点滴を開始します

精密機械を使用しながらの点滴が開始
されます

診察後、安静が解除されたら
点滴は終了予定です

投薬 手術の３０分前に安定剤と抗生剤を服用
します

必要時採血があります 病室に戻りましたら採血をします 朝食後採血があります

必要時心電図検査を行います 病室に戻りましたら心電図をとります 朝６時に心電図をとります

放射線 必要時胸のレントゲンを撮ります 午後　　　　時　　　　分から治療開始

文書 ◇入院診療計画書をお渡しします
◇手術同意書は看護師にお渡し下さい。お持
ちでない場合は看護師に申し出て下さい

◇退院療養計画書をお渡ししま
す
◇近医紹介の場合は紹介状をお
渡しします

指導 服薬指導 ◇薬剤師から服薬指導があります
◇これまで飲んでいたお薬を確認しますの
で、看護師にお渡し下さい

薬剤師から服薬指導があります

安静度 制限はありません ◇点滴が始まるまではトイレまで歩けま
す
◇車椅子で検査室へ向かいます

起き上がる事はできますが、点滴や器
械がありますので朝までベッド上での
生活になります

制限はありません

食事 食事があります ◇昼食は食べられません。
◇点滴が始まるまでは飲水はできます

◇帰室後より水分が摂れます
◇病室に戻って１時間したら食事がで
きます

圧迫解除後、朝食になります

清潔 治療の準備後、必要に応じて清潔ケアを行い
ます

タオルで体を拭きます 本日から入浴ができます

排泄 必要時尿の管を入れます 尿器を使用していただくか、尿の管が
入ります

圧迫解除後、尿の管を抜きま
す

説明 ◇今回の入院の流れについて、この用紙を用
いてお話しします。疑問や不安がありました
らお尋ね下さい

◇治療中は仰向けに寝たまま、動かない
ようにしてください。苦痛がある時は我
慢せずに、そばにいる看護師にお知らせ
下さい
◇ご家族の方は手術開始１時間前までお
越し下さい。終了後医師より説明があり
ますので治 療中は地下１階の治療室の前
でお待ち下さい

◇固定された手首は無理に動かしたり
しないで下さい。出血・しびれ・は
れ・痛みなどがありましたら、すぐに
看護師にお伝え下さい
◇ご家族の方は夕食後、状態が落ち着
きましたらお帰りいただけます

◇患者さんによっては圧迫を
外した後に、管を入れた部位
から出血や内出血をおこす事
があります。出血・むくみ・
しびれを感じたり、触った感
覚が変な時はすぐにお知らせ
下さい
◇看護師と共に、これまでの
生活を振り返りましょう
◇看護師が退院後の日常生活
の注意点についてお話します
◇ご家族にも一緒に聞いてい
ただきたい場合にはお伝えし
ます

◇退院前に今後の生活上の注意
点について、看護師と最終確認
をしましょう
◇心配な事がありましたら、退
院前にお尋ね下さい

前後処置 ◇必要時検査部位の除毛を行います ◇義歯・貴金属類は外しておいてくださ
い
◇点滴開始前に検査衣に着替え、検査の
準備をします

◇病室に戻り、２時間後・４時間後に
圧迫しているバンドの空気を少しずつ
抜きます

◇圧迫が解除されたら、心電
図・血圧計を外します

☆安静解除後も合併症なく、入院生活を送る事が出来る
☆医師より治療結果の説明を受け、理解出来ている
☆これまでの生活を看護師と共に振り返る事が出来る
☆退院後の日常生活の注意点について４つ言える
（食事、内服管理、脱水予防、異常の早期発見）

狭心症（経皮的冠動脈ステント留置術）    入院診療計画書
術後１日目～２日目

〔主治医：　　　　　　　　　　　　　　　　〕〔受持看護師：　　　　　　　　　　　　　　　〕

検査

病棟処置


